
1 基本情報 4

年度 20 事務事業名 作成日 重要度 5

無 無

２　事業の概要　　Ｄｏ

単位

件

人

３　投入資源 会計区分 事業費単位：円

インプット指標 19年度決算 前年比 20年度決算 前年比 前年比 備考

課長以上職員 0.085 102.4 0.083 97.6 101.2

主幹以下職員 0.060 100.0 0.060 100.0 103.3

臨時職員 1.200 100.0 1.200 100.0 103.3

人件費 4,311,767 101.3 4,111,619 95.4 102.4

事業費 481,323 91.4 425,442 88.4 540.6

合計 4,793,090 100.2 4,537,061 94.7 143.5

国庫支出金 0 - 0 - -

県支出金 0 - 0 - -

市債 0 - 0 - -

その他 0 - 0 - -

一般財源 4,793,090 100.2 4,537,061 94.7 143.5

合計 4,793,090 100.2 4,537,061 94.7 143.5

４　評価指標
【有効性】

指標単位 区分 19年度 前年比 20年度 前年比 前年比 備考

目標 100 125.0 100 100.0 100.0

実績 101 134.7 106 105.0

指標単位 区分 19年度 前年比 20年度 前年比 前年比 備考

目標 9,000 100.0 8,000 88.9 112.5

実績 7,592 86.1 9,062 119.48,816

18年度 21年度（計画）

件数 80 100

75

指標名２ 実施事業参加者

指標説明（式） 実施事業参加者

18年度 21年度（計画）

人数 9,000 9,000

財源内
訳

0 0

0 0

0

6,509,708

4,783,946 6,509,708

4,783,946

指標名１ 相談件数

指標説明（式） 相談件数

支出内
訳

4,257,274 4,209,708

526,672 2,300,000

一般会計

18年度決算 21年度予算

0

4,783,946 6,509,708

0 0

人員
0.083 0.084

0.060 0.062

1.200 1.239

101 106 100

利用人数 11,972 11,970 11,858 12,000

実施の概要
子育ての悩みや不安解消の相談活動、子育てに悩みを持つ親及び保護者のグループ育成、親
及び保護者を対象とした幼児教育学級の開催

活
動
実
績

項目 18年度実績 19年度実績 20年度実績 21年度計画

相談件数 75

事
業
の
目
的

誰のために（具体
的に）

両親教育（保護者）を積極的に行うことによる育児支援

誰（何）を対象として保護者及び幼児

意図（どのような状
態にしたいのか）

不安や悩みに対応し、家庭や地域の教育力を高めるとともに、相談業務を通じ青少年の健全な
育成が図れる家庭環境を支援する

根拠法規及び関連法規

施策名 青少年の健全育成 実施計画への記載 主要事業の指定

予算事業名 子育て学習活動推進事業

事務事業評価シート２（一般事業）

生涯学習課担当課名

子育て学習活動推進事業

政策名 愛着と生きがいを育むまちづくり

事業番号 0370/502505/07/00 事業の類型



【効率性】

指標単位 区分 19年度 前年比 20年度 前年比 前年比 備考

実績 47,456 74.4 42,802 90.2 152.1

指標単位 区分 19年度 前年比 20年度 前年比 前年比 備考

実績 631 116.4 500 79.2 162.6

５　事業の評価（20年度実績）　Check
具体的な評価観点

６　課題として認識された点
具体的な評価観点

７　事業の改革改善　Action
（１）評価結果を踏まえた21年度の改革改善内容

具体的な評価観点

（２）ヒアリング時指摘事項

－

25

Ｈ20→Ｈ21予算反映額 0

検討の有無

総合指標

効率性
成果目標（改
善）達成度

より効果的な事業展開が必要

評価視点 内容

効率性
組織運営・適
正管理

両親教育指導員をパート職員から非常勤特別職へ変更した

4

評価視点 内容

効率性

コストの節減 前年度比74.4％となった

4

4
目的の妥当
性

核家族化等による子育てに対する不安解消の場の提供が必要である

有効性

成果目標（改
善）達成度

相談件数が増加している

5 5
成果目標（改
善）達成度

事業参加者が増加している

妥当性
市民ニーズ

子育て環境の変化により、育児に関する悩みを抱えた親が増加しており、子育
て支援についてのニーズが非常に高くなっている

4

２次評価（課長）

18年度 21年度（計画）
円 542 813

評価視点 評価コメント及び現状認識 １次評価（係長）

指標名２ 参加者一人あたりコスト

指標説明（式） （委託料＋人件費）÷参加者数

18年度 21年度（計画）
円 63,785 65,097

指標名１ 一件あたりコスト

指標説明（式） （委託料＋人件費）÷相談件数

0
1
2
3
4
5
重要度

妥当性

有効性

効率性


